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HAPA-Bの 呼吸器感染症に対する臨床効果を検討し,以 下の結果を得た。

肺炎10例,急 性気道感染症2例,慢 性気道感染症3例 の計15例 に本剤を使用し,マ イコプラズマ肺炎

1例,抗 生剤併用例1例 を除 く13例 を効果判定対象とした。臨床効果は著効4例,有 効5例,や や有効4

例であり,有 効率は69%で あった。検査値異常 として,好 酸球の増多が1例 にみられた。以上により,本

剤は呼吸器感染症に対して有用な薬剤であると考えられた。

HAPA-Bは,米 国 シェ リング社 によって創製 され,東 洋醸造

株式会社 とエ ッセクス 日本株 式会社 に より共同開発 され た新 し

いアミノ配糖体 系抗生物質(AGs)で,Fig .1に 示す構造式 を

有する。

本剤は,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌 な どに対 して幅広い抗

菌力を有 し,か つ殺菌的で ある。また,本 剤はAGs不 活化酵素

による不活 化 を受 けに くく,一 部のAGs耐 性菌 に対 して も有

効である1)。

今 回,我 々 は呼吸器感染症15例 に本剤 を使用 し,臨 床 的検 討

を行 ったので報告す る。

I. 研 究 方法

呼吸器感染症患者15名 に本剤を使用し,臨 床効果,細 菌

学的効果,副 作用について検討した。臨床効果判定は,自

他覚症状および検査所見から,著 効,有 効,や や有効,無

Fig. 1 Chemical structure of HAPA-B

効の4段 階に判定した。また,効 果判定から除外した症例

は判定不能とした。

II. 研 究成績
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1.対 象症例

肺炎10例,急 性気道感染症2例,慢 性気道感染症3例(慢

性気管支炎2例,気 管支拡張症1例),計15例 に本剤を使

用した。マイコプラズマ肺炎1例,抗 生剤併用例1例 を除

く13例 を効果判定対象とし,副作用の検討は,15例 全例を

対象 とした。年齢は33～76歳,平 均年齢55.4歳,体 重

38～67kg,平 均体重50.4kg。 男性12例,女 性3例 であっ

た(Table1)。

2.投 与 方法

1回 投 与 量200mg(力 価)を1日2回 筋 肉 内投 与 した。

投 与 日 数 は5～19日,平 均 投 与 日 数11、9日,総 投 与 量

2.0～7.4g。 平均 総 投与 量4.7gで あ った。

3.臨 床効果(Table1)

肺炎10例 では著効4例,有 効2例,や や有効2例,判 定

不能2例 であった。急性気道感染症2例 では有効1例,や

や有効1例 であった。慢性気道感染症3例 では有効2例,

やや有効1例 であった。全症例15例 では著効4例,有 効5

例,や や有効4例,判 定不能2例 であり,有 効率は69%で

あった。

4.分 離 菌 別細 菌 学 的効 果 お よび臨 床 効 果(Table1)

喀 痰 よ り原 因 菌が 推 定 で きた症 例 は9例 で あ った(Case

15は 抗 生剤 併 用 の ため 除 く)。Case1肺 炎 で,Haemophi-

lus parahaemolyticttsが 検 出 され,本 剤投 与 に よ り消 失 し,

臨 床 的 には著 効 で あ った 。Case2肺 炎 で,Klebsiella rhi-

noscleromatisが 検 出 され,本 剤投 与 に よ り消失 し,臨 床 的

に は著効 で あ っ た。Case3肺 炎 で,H.influenzaeが 検 出

され,本 剤 を投 与 した。 投与 後 の菌 検 索不 能 の た め,細 菌

学 的 に は不 明 で あ ったが,臨 床 的 に は著 効 で あ った。Case

4肺 炎 で,Streptococcus pneumoniaeが 検 出 され,本 剤投

与 に よ り消 失 し,臨 床 的 には有 効 で あ った。Case5肺 炎

で,Kozaenae,H,influenzae,H.Parainfluenzaeが 検 出 さ

れ,本 剤 投 与 に よ り部 分 消失 し,臨 床 的 に は有効 であ っ た。

Case9急 性 気 管 支 炎 で,H.parainfluenzneが 検 出 さ れ,

本 剤 投与 に よ り消 失 し,臨 床 的 に は有効 で あ った。Case10

急性 気管 支 炎 で,Proteus mirabilis, Acinetobacter anitra-

tus,Flavobacteriecm sp,が 検 出 され,本 剤 投 与 に よ り部 分

消 失 したが,臨 床 的 に はや や有効 であ った。Case11慢 性

気 管 支炎 で,K.pneunoniaeが 検 出 され,本 剤投 与 に よ り

消 失 し,臨 床 的 に は有 効 で あ った。Case12慢 性 気 管 支 炎

で,Pseudomontas aeraginosaが 検 出 され,本 剤 投与 に よ り

S.pneunoniaeに 菌交 代 し,臨 床 的 には やや 有効 で あ った。

5.副 作 用

本剤に起因すると思われる副作用は1例 も認められなか

った。

6.臨 床検査値への影響(Table2)

本剤が原因と考えられる臨床検査値の異常は1例 にみら

れた。Case2本 剤1回200mg,1日2回,19日 間投与に

より,投 与前 好酸球1%で あったが,投 与中13%,投 与後

12%と 異常変動 した。 しかし,そ の後は特に処置せず改善

した。なお,Ca8e3で,投 与後にS-GPTが69と 上昇して

いるが,こ れはその時に使用していた他の薬剤のためと考

えられた。

III.考 察

HAPA-Bは,新 しく開発 されたAGsの ひ とつであり。

その抗菌スペクトラムは広 く,ま た抗菌力は同系の薬剤に

比べて,同 等かやや優れている。一方,AGsが 一般に有し

ている腎毒性,聴 器毒性についても,同 系の薬剤の中で毒

性が最も弱い部類に属する;}。

今回,本 剤の臨床面での有用性を検討するため,肺 炎10

例,急 性気道感染症2例,慢 性気道感染症3例 の計15例 の

呼吸器感染症に本剤を使用した。そのうち,マ イコプラズ

マ肺炎1例,抗 生剤併用例1例 を除 く13例 を効果判定対象

とした。その結果,急 性呼吸器感染症では70%,慢 性気

道感染症では67%の 有効率であった。いずれの感染症に

おいても,有 効率にほとんど差がなく,良 好な成績であっ

た。

細 菌学 的 効 果 であ るが,原 因 菌が 推 定 で きた の は9例 で,

その 内訳 は,消 失5例,部 分 消 失2例,菌 交 代1例,不 明

1例 で あ った 。H.parahaemolytictcs,K.rhinoscleromatis,S.

pnettmoniae,Kozaenae,H.Parainfluencae,A.anitratus,

Flavobacterium sp.,K.pneumoniaeは 消失 し,H.influen-

zaeは 不 明 の もの と,一 部 消 失 しな か った もの が あ り,P.

aeraginosuは 菌交 代 した。 な お,上 記 原 因 菌 の中 で,最 小

発 育 阻止 濃 度(MIC)の 判 明 してい る菌 は,S.pneumeniae

の みで あ る。HAPA-B,GM,AMKに 対 す るMICは,そ

れ ぞ れ12.5μg/ml,6.25μg/ml,12.5μg/mlで あ った。

HAPA-B投 与 に よ り消失 した。

安 全 性 に つい て は,本 剤 に起 因 す る と考 え られ る検査 値

異常 として,好 酸球 増 多 が1例 認 め られ た が,投 与 終 了後

正常 に復 した。

以 上 に よ り,本 剤 は,呼 吸 器 感染 症 に対 して有 用か つ安

全性 の 高 い もの と考 え られ た。

文 献

1) 第31回 日本 化学 療 法 学会 東 日本支 部 総 会, 新 薬 シ ンポ

ジ ウム, HAPA-B, 1984



VOL.33 S-5 CHEMOTHERAPY 263

CLINICAL STUDIES ON HAPA-B

KAORU SHIMOKATA

First Department of Internal Medicine, Nagoya University, School of Medicine

SHUZO SAKAI, FUMIO NOMURA and HIDETAKA KAWAZU

Department of Internal Medicine, Nagoya First Red Cross Hospital

YOSHIHIRO SENDA, TAKAMOTO SUZUKI and YOSHIO TORII

Clinic of Respiratory Organs, Nagoya Second Red Cross Hospital

SHIGEKI TAKEURA, EISHI TAKAGI and TOMIO MAEDA

Department of Internal Medicine, Aichi Prefectural Aichi Hospital

SAIZI YOSHII and HIROSHI AMANO

Department of Internal Medicine, National Sanatorium Chubu Hospital

KEISUKE NISHIWAKI and KAZUO NAKANISHI

Clinic of Respiratory Organs, Social Health Insurance Chukyo Hospital

OSAMU KOHNOU and MIKIKO MORITA

Clinic of Respiratory Organs, Meitetsu Hospital

The clinical efficacy of HAPA-B was investigated. The results obtained were as follows.

HAPA-B was administered to 15 patients; 10 patients with pneumonia, 2 with acute respiratory

tract infection and 3 with chronic respiratory tract infection. One patient who was treated with

other antibiotics as combined drugs and 1 with mycoplasmal pneumonia were excluded from efficacy

evaluation. The clinical responses were excellent in 4 cases, good in 5 cases and fair in 4 cases.

The efficacy rate was 69%. No side effects were observed except transient increase of eosinophile

in 1 case.

In case of respiratory tract infections, HAPA-B proved a useful drug.


